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自他のよさを認め合い、道徳的価値に対する 

自分の思いや考えを深める児童の育成 

―多様な考え方に触れる話合い活動を通して― 

 

特別研修員 加藤 敏子  

 

Ⅰ 研究テーマ設定の理由        

  

群馬県学校教育の指針では、「他者の多様な考えがあることのよさや感じ方に触れ、自己を深く見つめる学習を

工夫し、これからの生き方への思いや願いを深める」ということが求められている。 

児童は道徳の時間の中で教材の登場人物の心情や行為等を通して道徳的価値を理解しているが、自分のこととし

て十分に道徳的価値の自覚を深めるところまで至っていない。また、本学級では、自分のよさが分からなかったり、

友達の悪いところばかりに目がいってしまい、ささいなことからトラブルになったりする児童が多い。このような

課題から、児童が互いの思いや考えを聞きたくなるような話合い活動を設定し、児童の思いや考えを深めていくこ

とが必要であると考えた。児童は、道徳的価値に対する自分の考えを持ち、他者に伝える話合い活動を行うことで、

多様な考えがあることのよさに触れることができる。その中で、自分の思いや考えを再確認したり、友達の考えの

よさや新たな視点で見直したりすることで、互いのよさを認め合い、道徳的価値の自覚が深まり、自分のこととし

て受け止めることができると考えた。 

そこで、発問に対する児童の思いや考えを見取る道徳シートを生かし、自分の考えと友達の考えの比較がで

きる「つなげる」補助発問や、様々な考えがあることのよさに気付くことができる「広げる」補助発問、もう一度

自分自身の思いや考えを見つめ直すことができる「深める」補助発問を取り入れながら、展開後段での話合い活動

を設定していく。話合い活動を明確に位置付け、補助発問を工夫することで、友達と関わりながら様々な考えに触

れることができ、自分の思いや考えを深められると考え、上記のとおりテーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究内容 

 

 １ 研究構想図 
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図１ 道徳シートの見取り内容 

２ 授業改善に向けた手立て 

道徳シートでの見取りを生かし、児童の思いや考えを「つなげる」「広げる」「深める」補助発問を取り

入れた。展開後段での話合い活動を行うために、以下の手立てを考えた。 

手立て①  児童の思いや考えを見取るための道徳シートの活用 

手立て②  多様な考えに触れるために「つなげる」「広げる」「深める」補助発問を取り入れた 

発問構成の工夫 

手立て①について 

展開後段の話合い活動において、資料から離れ自

分に置き換える発問に対する回答を記した道徳シー

トに児童の思いや考えを見取る。その際、「できる・

できない」とその理由をあらかじめ分類しておいた

記号とキーワードで道徳シートに記入する。 

手立て②について 

  机間指導では道徳シートを基に児童の考えを見取

り、教師が意図的に「つなげる」「広げる」「深め

る」補助発問を構成し、話合いの際における意図的

指名につなげていく（図１）。「つなげる」補助発

問では、同じ考えや異なる考えの児童、または同じ考

えでも理由が異なる児童に問い掛け、児童同士の考え

をつなげることで、自分と友達の考えを比較すること

ができる。また、「広げる」補助発問では、異なる考

えの児童の意見を聞き、考えを広げることで、様々

な考えがあることのよさに気付くことができる。さら

に、「深める」補助発問では、児童の行為によって

誰がどのような気持ちになるのか、また、できない

児童はそのままで良いのかを問うことで、もう一度

自分の思いや考えを見つめ直すことができる。多様

な考えがあることのよさを聞いたり、異なる意見に

ついて考えたりすることで、自分の変容が分かり、

その価値を捉え、思いや考えを深めることができる。 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

  

１ 成果 

○ 展開後段において、資料から離れ自分に置き換える発問に対する児童の思いや考えを道徳シートに

記号やキーワードで記入することで、児童が発問に対してどのような思いや考えを持っているのかを

把握することができ、展開後段での話合いに生かすことができた。 

○ 話合い活動では道徳シートを活用し、「つなげる」「広げる」「深める」補助発問を取り入れたこ

とで、話合いの活性化につながり、友達の考えに対して「自分はどうだろう」と考えながら意欲的に

取り組むことができた。また、うなずきやつぶやきが多くなり、児童の意見をつなげるのに役立てる

ことができた。そのことで、様々な考えがあることのよさ気付くことができ、自分の思いや考えを深

めることができた。 

 

２ 課題 

  ○ 「深める」補助発問では、児童の見取りを基に、ねらいとする道徳的価値との結び付きを考えなが

ら、どの児童の考えをより深く考えさせたいかを決めておく必要がある。 

 

「正しいことを自信を持って行うことはできますか。」 

（上の段）あらかじめ分類しておいたキーワードを記入  

  できる・・○ 

  できる時もあれば、できない時もある・・・△ 

  できない・・・／ 

（下の段）そう思った理由（キーワードのみ） 
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・・実践例・・      

１ 主題名  勇気ある行動 Ａ―（１）善悪の判断、自律、自由と責任 

   資料名  「ドッジボール」 （出典 東京書籍） 

 

２ 主題及び本時について 

(1) 価値観 

本主題は、新学習指導要領Ａ-（１）における中学年の指導内容「正しいと判断したことは，自信を持って

行うこと」をねらいとしている。「物事の善悪について的確に判断し，自ら正しいと信じるところに従って主

体的に行動すること，自由を大切にするとともに，それに伴う自律性や責任を自覚すること」に関する内容

である。 

中学年においては、正しいことを行えないときの後ろめたさや、自ら信じることに従って正しいことを行

ったときの充実した気持ちを考え、正しいと判断したことを自信を持って行い、正しくないと判断したこと

は行わないようにする態度を育てる必要がある。特に、正しくないことを人に勧められたときにきっぱりと

断ったり、正しくないと考えられることをしている人を止めたりできるように指導していくことが必要であ

ると考える。 

(2) 児童観 

本学級の児童は、明るく元気な児童が多く、休み時間には男女問わず一緒に遊んでいる。毎週水曜日には

クラス全員でレクリエーションをすることがあり、鬼ごっこやドッジボールなどをしている。また、帰りの

会では、それぞれの係ごとに決めた工夫をクラス全体に伝えている。このことで、何に気を付ければ係の人

が困らないかが分かり、一人一人が責任ある行動を取れるようになってきている。 

しかし、最初はみんなで楽しく遊んでいても、「タッチしたのに逃げてしまった」「ボールが当たったのに

外に出ない」など、トラブルになることがある。正しいことを相手に伝えられる児童もいるが、周りで見て

いても何も言うことができない児童もいるため、休み時間のトラブルについては児童同士での解決は難しい。

児童一人一人が、いつも誰にでも正しいことを伝えることの大切さを理解し、更に良い人間関係を築き、よ

り良い学級作りにつなげていきたい。 

(3) 資料観 

本資料は、「ドッジボールの試合中、一郎に当てたと思ったいく子は、当たっていないと言われる。

明は当たったというが、周りの友達は一郎の味方をする。その日の反省会で、おとなしい登が正しい意

見をはっきりと言い、みんなに反省を促す。」という話である。どのような場面でも正しいことを自信

を持って行うためには、自分なりに善悪の判断をし行動に移さなければならない。本資料を用い、意見

をはっきり言った登の心情に共感させることで、正しいことを行ったときの充実した気持ちを理解し、

正しくないと考えられることをしている人を止められる行動につなげていきたい。 

  

３ 本時及び具体化した手立てについて 

本時では、資料を基に道徳的価値を考えた後、自分自身の経験を振り返り、友達との関わりについて話

し合う際に、ワークシートに記述した児童の思いや考えを見取った。そして、全体での話合い活動では、

「つなげる」「広げる」「深める」補助発問を取り入れながら、児童がより多くの考えに触れられるよう

にした。 

手立て① 児童の思いや考えを見取るための道徳シートの活用 

展開後段の発問に対して、児童がどのような思いや考えを持っているのかを見取り、分類しておいた記号

とキーワードを道徳シートに記入する。 

 

手立て② 多様な考えに触れるために「つなげる」「広げる」「深める」補助発問を取り入れた発問構成の工夫 

話合い活動では、補助発問を取り入れ、同じ考えでも理由が異なる児童の意見をつなげたり、異なる考えの児 

童に意見を聞き、考えを広げたり、児童の行為によって誰がどのような気持ちになるか考え、深めたりする。 
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４ 授業の実際 

導入では、「間違っていることに対して、正しいことを言えた経験があるか」を想起させ、価値の方向

付けを行った。展開前段では、登場人物をイラストや吹き出しを用いながら登場人物の関係をまとめた後、

「本当のことが言えた登は、どんな気持ちになったのだろう」という主発問を投げ掛け、正しいことをは

っきり言った登の気持ちについて考えた。 

展開後段では、「正しいことを自信を持って行うことはできるか」という発問に対して、ワークシート

の「できる・できない」に丸を付け、理由と併せて述した。個人で考える時間を十分に取り、机間指導を

しながら全員の思いや考えを見取っていった（次ページ図２）。14 人の児童が「できる」に付けた。理由

としては、「自分の気持ちがモヤモヤする」「自信を持って言えば自分の気持ちがスッキリするし、周りの友達

もいい気持ちになる」という意見が多く挙げられていた。また、10人の児童は「できるときもあればできない

ときもある」という考えを持ち、「同級生や年下には言えるけど、年上には言えない」「仲の良い友達に

なら言える」という理由を書いていた。２人の児童は「できない」に付けた。理由としては、「仲間はず

れにされるかもしれない」とあり、友達との人間関係を考え、正しいことを自信を持って行うことができな

い、そうする勇気がないということが考えられた。道徳シートを基に、児童の思いや考えを見取ることが

でき、話合い活動の意図的指名につなげていくことができた。 

 

 

 

話合い活動では、道徳シートを基に、「できる」「できるときもあればできないときもある」「できな

い」の順に意図的指名をしながら、児童の思いや考えを引き出し、自分の今までの行動や友達との関わり

をじっくり考えられるように進めた。 

そして、まず「できる」という考えでも理由が異なる児童を意図的に指名し、「Ａさんの自分の気持ちがモ

ヤモヤするという考えについてどう思いますか」という「つなげる」補助発問をすることで、児童からは「Ａ

さんと同じ考えだけど、理由が少し違って、相手が反省しないから、正しいことは言ったほうがいいな」と友

達の考えと自分の考えを比較しながら、自分の思いや考えを発言する児童もいた。他の児童からも「分かる」

「なるほど」などのつぶやきが増えてきた。また、「できる」と異なる「できるときもあればできないときも

ある」という考えの児童を指名し、「Ｂさんは仕返しされそうと言っていたけど、Ａさんの自分の気持ちがモ

ヤモヤするという考えについてどう思いますか」という「広げる」補助発問をすることで、異なる意見の児童

の立場で考え、「ぼくは仕返しされそうだから言えないけど、Ａさんのような考えもあるな」と自分の思いや

考えだけでなく、様々な考えがあることのよさに気付くことができ、自分の思いや考えを広げていくことがで

きた。さらに、児童の行為によって「正しいことを自信を持って行うと、誰がどのような気持ちになりますか」

や、「できない」と考えた意見を取り上げ、全ての児童に対して「正しいことをするのは難しいよね。でも、

それでいいのかな」という「深める」補助発問をすることで、「自分が正しいことをすると、気持ちがスッキ

リする」と、もう一度自分の思いや考えを見つめ直すことができ、自分の思いや考えを深めている児童がいた。 

このように、「つなげる」「広げる」「深める」補助発問を取り入れた話合い活動を行うことで、様々な考

えに触れ、互いのよさに気付き、自分の思いや考えを深めることができる児童が増えた。 

 

 

 

 

 

 

 

手立て① 児童の思いや考えを見取るための道徳シートの活用 

手立て② 多様な考えに触れるために「つなげる」「広げる」「深める」補助発問を取り入れた 

発問構成の工夫 
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５ 考察 

手立て①では、資料から離れ、道徳的価値の一般化のために、「正しいことを自信を持って行うことは

できますか」という発問について「できる・できない」に丸を付けた後、理由を書く時間を十分に取った。

その際、児童がどのような思いや考えを持っているのかを道徳シートを用いながら記入していった。記入

する際には、あらかじめ分類しておいた記号とキーワードを記入しながら見取りを行った。その結果、誰

がどのような思いや考えを持っているのかを把握することができ、話合い活動の際の児童の思いや考えへ

のつながりに生かすことができた。 

手立て②では、児童の思いや考えを「できる」「できるときもあればできないときもある」「できない」

で分類して話合い活動を行った。その際、道徳シートでの見取りを生かし、「つなげる」「広げる」「深

める」補助発問を取り入れ、効果的な意図的指名を行ったことで、友達の思いや考えに対して話し合った

り、児童の行為によって、誰がどのような気持ちになったのかを考えたりすることができた。児童の振り

返りでは、友達の思いや考えのよさに気付いたり、自分の思いや考えを見つめ直したりする記述が見られ

た。さらに「正しい行動をすることで、どのような良いことがあるか」ということまで考えを深めていけ

ると、道徳的価値に対する思いや考えをより深められると感じた。 

今回の研究では、道徳シートを活用し、児童の思いや考えを見取ることで、話合い活動の意図的指名に

生かすことができた。「つなげる」「広げる」「深める」補助発問を工夫することで話合い活動の活性化

につなげることができた。このような話合いを通して、自分の考えと友達の考えを比較することができ、

様々な考えがあることのよさに気付き、自分の思いや考えを見つめ直すことができた。 

図２ 道徳シートの活用 

③ 

「できる」の意見でも、理由が異なる 

児童の考えをつなげていく。 

 

「できるときもあ

ればできないとき

もある」に○を付

けた児童の考えを

つなげる。 

② 

①  

「できない」に○を付けた児童の考えを 

最後に聞き、全員で話し合う。 


